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江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
本
市

出
身
の
著
名
な
画
家
・
高
久
靄あ
い
が
い厓

（
１
７
９
６
～
１
８
４
３
）。そ
の
靄

厓
の
後
継
者
と
な
っ
た
高
久
隆
古

（
１
８
１
０
～
１
８
４
８
）を
知
っ
て

い
ま
す
か
。

　
隆
古
は
、
大
和
絵
を
得
意
と
し
、
さ

ら
に
渡
辺
崋
山
や
靄
厓
に
倣
っ
た
山
水

画
、
情
緒
豊
か
な
風
俗
画
な
ど
も
多
く

描
い
た
多
才
な
画
家
で
す
。
子
ど
も
の

い
な
い
靄
厓
の
画
系
が
途
絶
え
る
こ
と

を
憂
い
た
周
り
の
す
す
め
に
よ
り
、
靄

厓
の
没
後
、
養
子
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
紹
介
す
る
隆
古
の
作
品
は
、
今

年
新
た
に
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、『
平
家
物
語
』の
中
の

　靄厓と隆古に生前どのような交流があったか、
具体的な資料は今のところ見つかっていません。
しかし、両者にとって重要な後ろ盾であった江
戸の豪商・大橋淡

た ん が
雅や宇都宮の観泉寺との関係

から、お互いに知っていたと思われ、いろいろ
想像されます。今後の資料の発見に期待します。

　今回紹介した作品は、現在日新の館で開催さ
れている企画展「靄厓と隆古」で公開されていま
す。絵画は保存のため、常に展示室で公開する
ことができません。この機会にぜひ、靄厓とそ
の後継者となった隆古の作品をご覧ください。

『平家物語　小督と仲国』  　   高久隆古作
大きさ153.0cm×174.9cm

絹
けんぽんちゃくしょくにきょくいっせきびょうぶ

本着色二曲一隻屏風
絹本着色…絹地に彩色をしたもの
曲…�屏風の扇（せん　※屏風を構成する

面）を数える単位。扇が二枚つなが
れたものを二曲という。

隻…�屏風を数える単位。対になってい
る屏風は雙（そう）と数える。

本市には、現在178の指定文化財がありますが、皆さんは、
いくつ知っていますか。どれ一つとっても、今日まで大切
に守り伝えられてきたもの。今号から、その文化財を紹介
し、その魅力をお伝えしていきます。
記念すべき第1回はマルチな画家・高久隆

り ゅ う こ

古の絵画です。

1/178

日新の館で期間限定公開中!!

「靄厓と隆古」展
▶期間　7月23日㈰まで
▶観覧時間　午前10時～午後5時
▶観覧料　無料　　▶休館日　月曜・祝日

実は謎が多い!? 2人の間柄

 新指定! 高久隆古作

「平家物語
 　　小

こ ご う

督と仲
な か く に

国」

小
督
の
悲
恋
を
題
材
と
し
て
い
ま
す
。

高
倉
天
皇
に
愛
さ
れ
な
が
ら
、
時
の
権

力
者
・
平
清
盛
に
疎
ま
れ
、
嵯
峨
野
に

身
を
隠
す
琴
の
名
手
で
あ
る
小
督
。
小

督
を
探
す
笛
の
名
手
で
あ
る
源
仲
国
。

月
明
か
り
の
中
、
か
す
か
に
聞
こ
え
る

琴
の
音
を
頼
り
に
、
よ
う
や
く
小
督

を
探
し
当
て
た
場
面
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
川
を
隔
て
た
馬
上
の
人
物
の
手
に

は
笛
が
…
。

　
本
作
品
は
、隆
古
晩
年
の
作
で
あ
り
、

伝
統
的
な
大
和
絵
の
中
に
、
こ
れ
ま
で

に
隆
古
が
培
っ
て
き
た
技
法
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
物
語
の
劇
的
な
場

面
が
大
変
豊
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
素

晴
ら
し
い
作
品
で
す
。
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あ
の
琴
の

音
は
…
!?


